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全
国
農
業
新
聞
の
購
読
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
わ
か

り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解

説
や
経
営
・
流
通
の
最
新
情

報
等
が
満
載
で
皆
様
の
暮
ら

し
に
役
立
ち
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

（
月
４
回
金
曜
日
発
行

購
読
料
・
月
700
円
〔
送
料
消

費
税
込
〕）

（
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。）

農
業
者
年
金
で
農
業
者
の

老
後
に
安
心
を
!

老
後
の
生
活
を
支
え
る
た
め

の
備
え
と
し
て
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
。

§
農
業
者
年
金
の
加
入
要
件
§

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除

者
を
除
く
。）

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

○
60
歳
未
満

§
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
§

○
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

○
積
立
方
式
･確
定
拠
出
型
で
長

期
安
定
の
制
度
で
安
心
で
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
前
に
死
亡

し
た
場
合
は
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
の
額
は
千
円
単
位
で

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。

（
月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
）

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
―
２
４
８
―
９
０
１
５

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
坂
支
所

☎
０
２
６
―
２
４
５
―
１
３
０
０

主 な 内 容
◦地域計画策定に向けた話し合いを実施
◦全国農業新聞のご購読を
◦農業者年金に加入しませんか
◦農業施策に関する意見書を提出しました
◦農地の貸借の方法が変わります
◦三浦市で須坂産農産物を直売!
◦農作物盗難防止パトロールを実施しました
◦農地パトロールを実施しました
◦野焼きは原則禁止です! ◦編集後記

東
地
区
、
豊
丘
地
区
で
は
８

月
２
日
、
仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
区
農

業
者
や
農
業
委
員
な
ど
、
27
人

が
参
加
し
て
第
１
回
目
の
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
は
、
大
字
ご
と
に

参
加
者
が
分
か
れ
、
地
域
農
業

の
課
題
を
付
せ
ん
に
書
き
込
み

な
が
ら
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
を
採
用
、
遊
休
農
地

や
鳥
獣
害
な
ど
の
地
域
の
課
題

と
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
話
し
合
い
も
進
み
、

参
加
者
か
ら
は
こ
う
い
う
機
会

を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と

の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

協
議
の
場
は
12
月
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
１
月
中
に
９
地
区

で
地
域
計
画
の
案
を
ま
と
め
、

３
月
末
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
農
林
課
と
農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
計
画
策
定
に
向
け
て
地
域

農
業
の
課
題
と
解
決
策
を
皆
で
考
え
る
地
域
協
議
の
場
を
６
会
場

で
開
催
、
第
１
回
目
の
話
し
合
い
を
８
月
１
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

実
施
し
ま
し
た
。
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Ⅰ

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴
須
坂
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

に
つ
い
て

当
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

果
樹
が
大
き
く
貢
献
し
、
件
数

・
金
額
と
も
県
内
１
位
で
す

が
、
こ
の
実
績
が
当
市
の
認
知

度
向
上
に
今
ひ
と
つ
反
映
さ
れ

て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン

も
控
え
る
中
、
当
市
の
認
知
度

が
さ
ら
に
浸
透
し
ブ
ラ
ン
ド
化

の
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
凝
ら
し
た
振
興
施
策
の

展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

⑵
農
業
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
に
つ
い
て

行
政
と
農
業
関
係
機
関
の
連

携
強
化
を
図
り
、
変
化
し
続
け

る
農
業
情
勢
や
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
市
農
業
再

生
協
議
会
と
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
軸
と
し
た
地
域
農
業

と
農
業
者
を
総
合
的
に
支
援
す

る
仕
組
み
づ
く
り
（
地
域
営
農

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
）
を
検
討

さ
れ
た
い
。

Ⅱ

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

⑴
遊
休
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て

農
家
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
農
地
所
有
者
の
依

頼
に
よ
り
登
録
農
家
が
農
業
機

械
を
使
っ
て
除
草
作
業
を
請
け

負
う
な
ど
も
遊
休
農
地
解
消
の

一
助
に
な
り
ま
す
。
遊
休
農
地

解
消
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
農
家
の

募
集
に
つ
い
て
再
検
討
さ
れ
た

い
。

⑵
農
地
の
売
買
・
貸
借
情
報
の

公
開
に
つ
い
て

当
市
で
運
用
す
る
農
地
バ
ン

ク
の
登
録
情
報
を
農
林
課
の
窓

口
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
、
Ｉ
タ

ー
ン
就
農
希
望
者
等
に
貸
借
情

報
等
を
提
供
さ
れ
た
い
。

⑶
ニ
ワ
ウ
ル
シ
対
策
に
つ
い
て

ニ
ワ
ウ
ル
シ
は
、
す
で
に
市

内
各
所
で
、
さ
ら
に
耕
作
放
棄

地
だ
け
で
な
く
道
路
の
法
面
や

河
川
敷
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
幼
木
段
階
で

の
駆
除
に
関
す
る
周
知
と
と
も

に
、
既
に
巨
木
化
し
た
樹
体
伐

採
に
対
す
る
経
費
補
助
や
支
援

を
改
め
て
検
討
さ
れ
た
い
。

Ⅲ

新
規
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

⑴
樹
園
地
拡
大
事
業
補
助
金
の

拡
充
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
多
く
が
ブ
ド

ウ
棚
設
置
済
み
園
地
を
確
保

し
、
棚
の
不
具
合
を
修
繕
し
な

が
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
収

入
が
少
な
い
分
、
修
繕
費
割
合

も
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
果
樹

棚
修
繕
に
か
か
る
費
用
の
補
助

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

⑵
ブ
ド
ウ
園
地
の
確
保
に
つ
い

て今
年
度
策
定
予
定
の
目
標
地

図
に
よ
り
、
研
修
生
を
含
め
た

新
規
就
農
者
と
規
模
縮
小
農
家

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
、
園
地

確
保
の
目
途
が
立
つ
よ
う
支
援

さ
れ
た
い

⑶
新
規
就
農
者
の
作
業
場
の
確

保
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
共
同
作
業
場

が
不
足
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

引
き
続
き
確
保
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

⑷
農
業
後
継
者
支
援
の
充
実
に

つ
い
て

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

の
農
家
子
弟
の
リ
ス
ク
要
件
の

緩
和
等
に
つ
い
て
、
国
に
要
望

さ
れ
た
い
。

｢農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
｣を
市
長
に
提
出

｢農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
｣を
市
長
に
提
出

須
坂
市
農
業
委
員
会
で
は
、
去
る
11
月
19
日
、
三
木
市
長
に
「
須

坂
市
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
神
林
会
長
、
丸
山
農
業
振
興
対
策
部
会
長
、
吉
池
農
地

対
策
部
会
長
、
湯
本
農
業
後
継
者
対
策
部
会
長
の
４
名
が
出
席
、
意

見
書
を
市
長
に
手
渡
し
た
の
ち
、
各
部
会
長
か
ら
意
見
書
の
内
容
に

つ
い
て
の
要
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

今
年
度
提
出
し
た
意
見
書
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

意
見
書
の
全
文
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

野
菜
や
果
実
の
取
り
残

し
、生
ご
み
の
野
外
放
置
は
、

有
害
鳥
獣
の
冬
場
の
格
好
の

エ
サ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
エ
サ
の
少
な
い
冬
に

個
体
数
が
減
少
す
る
は
ず

が
、
越
冬
が
可
能
と
な
る
こ

と
で
個
体
数
が
増
加
し
て
し

ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

農
作
物
な
ど
は
農
地
に
放

置
せ
ず
、
埋
設
す
る
な
ど
適

切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ

農
林
課

☎
０
２
６－

２
４
８－

９
０
０
４

有
害
鳥
獣
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら

長
野
県
の
最
低
賃
金
は

１
時
間
あ
た
り

９
９
８
円
で
す
。

９
９
８
円
で
す
。
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編

集

後

記

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
新
年
早
々
の

能
登
半
島
地
震
、
９
月
の
奥
能

登
豪
雨
災
害
と
石
川
県
で
大
き

な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

当
市
で
は
大
き
な
災
害
は
な
か

っ
た
も
の
の
猛
暑
に
よ
る
果
樹

の
着
色
不
良
が
見
ら
れ
、
農
家

の
皆
さ
ん
も
対
応
に
苦
慮
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。

来
年
が
平
穏
無
事
な
年
で
あ
る

こ
と
を
祈
念
し
、
一
年
間
の
ご

愛
読
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

情
報
・
研
修
委
員
会
(編
集
委
員
)

委

員

長

目
黒

孔
一

副
委
員
長

春
原

博

委

員

黒
岩

基
之

〃

中
村

豊
彦

メールアドレス s-nougyoiinkai@city.suzaka.nagano.jp ☎026－248－9015
印刷部数 4,800部（印刷経費 １部当たり 約20円）

10
月
20
日
（
日
）、
姉
妹
都
市

で
あ
る
神
奈
川
県
三
浦
市
で
開

催
さ
れ
た
「
三
崎
港
町
ま
つ
り
」

に
農
地
対
策
部
会
所
属
の
委
員

ら
11
人
が
参
加
し
、
恒
例
の
須

坂
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
対
面
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
港
町
な

ら
で
は
の
新
鮮
な
魚
介
や
海
産

物
が
格
安
で
販
売
さ
れ
る
即
売

会
が
人
気
で
、
農
業
委
員
会
も

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、

委
員
自
ら
栽
培
し
た
農
産
物
を

持
ち
込
ん
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
若
干
の
肌
寒
さ
を
感
じ
る

中
で
し
た
が
、
販
売
開
始
の
１

時
間
前
か
ら
約
50
人
が
列
を
作

り
須
坂
産
農
産
物
の
人
気
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

今
回
持
ち
込
ん
だ
農
産
物

は
、
委
員
自
ら
が
栽
培
し
た
シ

ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
、
シ
ナ
ノ
ス
イ

ー
ト
、
秋
映
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
、

新
米
な
ど
で
、
午
前
７
時
の
販

売
開
始
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
リ

ン
ゴ
が
完
売
、
午
前
10
時
30
分

で
持
ち
込
ん
だ
農
産
物
は
完
売

と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
今
年
は

朝
か
ら
並
ん
で
な
ん
と
か
買
う

こ
と
が
で
き
た
。
須
坂
の
お
い

し
い
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド
ウ
を
格
安

で
購
入
で
き
る
の
で
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
。」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

収
穫
期
を
迎
え
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
を
狙
っ
た
盗

難
被
害
が
多
発
す
る
こ
と
か

ら
、
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

三
浦
市
で
須
坂
産

三
浦
市
で
須
坂
産

農
産
物
を
直
売
!

農
産
物
を
直
売
!

「地域計画」の策定にご協力を

野焼きは原則禁止です!!
ゴミなどの屋外焼却は、法律により原則禁止です

が、農作業における剪定枝や稲わらの焼却など、やむ
を得ない場合はその例外とされています。
農作業でやむを得ず野焼きをする場合は、
①事前に消防署に届け出る
②葉っぱや枝をよく乾燥させる
③天候や時間、風向きなどに注意する
④家庭ごみや廃プラなどをついでに焚かない

火災予防と周辺の生活環境への配慮をお願いします。

者
に
対
し
て
今
後
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
意
向
を
伺
う
「
利
用

意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
調
査
票
が

届
い
た
際
は
、
必
ず
調
査
票
に

回
答
（
中
間
管
理
事
業
を
利
用

す
る
等
）
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

農
地
は
一
度
荒
れ
て
し
ま
う

と
、
元
の
農
地
に
戻
す
に
は
大

変
な
費
用
と
労
力
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
荒
れ
て
し
ま
っ
た

農
地
は
次
の
借
り
手
が
な
か
な

か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
借
り
手

が
見
つ
か
る
ま
で
は
、
隣
接
の

耕
作
者
な
ど
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
草
刈
り
等
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

た
め
、
８
月
25
日
か
ら
10
月
９

日
ま
で
夜
間
盗
難
防
止
パ
ト
ロ

ー
ル
を
前
年
度
に
引
き
続
き
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
Ｊ

Ａ
な
が
の
ブ
ド
ウ
部
会
の
役
員

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
土

日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、
交
替

で
園
地
周
辺
の
見
回
り
を
し
ま

し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｊ

Ａ
な
が
の
ブ
ド
ウ
部
会
の
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、

市
街
化
区
域
を
除
く
市
内
の
全

農
地
を
対
象
に
、
農
地
の
利
用

状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
農
用

地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
調
査
は
、
遊
休
農
地
の
所

在
把
握
、
違
反
転
用
及
び
無
断

転
用
の
早
期
発
見
を
主
な
目
的

に
実
施
す
る
も
の
で
、
今
年
は

８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
遊
休
農
地
と

確
認
さ
れ
た
農
地
は
、
農
地
法

第
32
条
に
基
づ
き
、
農
地
所
有

農
作
物
盗
難
防
止

農
作
物
盗
難
防
止

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
(農

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
(農

用
地
利
用
状
況
調
査
)

用
地
利
用
状
況
調
査
)

を
実
施
し
ま
し
た

を
実
施
し
ま
し
た


